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1.  はじめに  

MgB2は、金属系超電導体最高の約 40 Kの Tcをもち、各種コイルへの応用が検討されている。我々

は、超電導電力貯蔵システム(SMES)に MgB2線材で作製したコイルを伝導冷却[1,2]で用いることを検討

している。 

本研究では、伝導冷却下における応用を見据え、MgB2 線材の各温度における磁場中臨界電流特性

の評価を行った。 

2.  実験方法 

本研究では Columbus 社の線材を用いた。MgB2線材は直径 1.13 mmであり、直径約 0.1 mmのフィ

ラメントが 12本、撚りピッチ 300 mmで同軸状に撚られており、熱処理ボビン直径 500 mmですでに熱処

理済みである。この MgB2線材を冷凍機による伝導冷却で 20~30 K まで冷却し、超電導マグネットにより

最大 3.5 Tの外部磁場を印加した状態で通電試験を行った。 

 3.  結果と考察 

熱処理 MgB2 超電導線材の臨界電流・外部磁

場・温度特性（Ic-B-T）を評価したところ、Fig.1.の

ようになった。外部磁場 1.5 Tを印加した状態での

Icは、20 K で 200 A を超えることが明らかになっ

た。また、Ic が温度上昇に対して線形的に減少す

ること、強磁場になるほど系統的に減少することが

確認された。 
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Fig.1. Ic-B-T properties of MgB2 wire. 
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